
第４２回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録 

 

日 時： 平成２９年５月３０日（火） １５：００～１７：００ 

場 所：大阪大学 中之島センター 

出 席 者： 鎌田会長，葛目幹事，永山幹事，藤原会員，内田会員，寺澤会員，吉田会員   以上 7 名

（順不同，敬称略） 

配布資料：42-0   第４２回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事次第 

          42-1   第４１回 大阪・構造物非破壊診断交流会（ONDA） 議事録（案） 

42-2 ASR劣化が顕在化したコンクリートの超音波伝搬特性について （藤原会員） 

 

議 事： 

１．会長挨拶 

開催の挨拶が鎌田会長よりあった。 

 

２．第４２回議事次第 

  内田会員より，本日の交流会の進め方について説明があった。 

 

３．第４１回議事録（案）の確認 

  内田会員，吉田会員より説明があり，内容確認が行われ承諾された。 

 

４．話題提供 

（１）内田会員より，「周波数解析方法の違いが衝撃弾性波法によるコンクリートの圧縮強度および

部材厚さの評価に与える影響」について，話題提供があった。JCI 年次大会（仙台）にて卒業

生が発表するとのこと。圧縮強度や部材厚さ評価において，周波数分解能，すなわち周波数の

刻み幅を適切に設定することにより，推定精度（相関係数や推定誤差）が高くなるとの説明が

あった。通常，周波数分解能（周波数の刻み幅）はサンプリング時間間隔とサンプリング点数

で一義的に決定されるが，これを任意に決定する方法の紹介があり，その有効性についての話

題提供であった。JCI年次大会で発表することから，スライドの修正意見も幾つかでた。 

（２）藤原会員より，「ASR 劣化が顕在化したコンクリートの超音波伝搬特性について」のタイトル

で話題提供があった。実橋脚から切り出された梁部のコンクリートブロックを対象に，ひび割

れ調査，鉄筋の残留ひずみの調査，採取コアによる各種試験，超音波伝搬速度の測定などを行

い，劣化の軽重による差や劣化の異方性について比較検討した。劣化が顕著なブロックは断面

内部までASRによるひび割れが発生しており，圧縮強度や静弾性係数も設計基準値よりもかな

り低い値であった。鉄筋の残存ひずみや残存膨張率については劣化の軽重や方向性による差は

認められたが，明確な傾向は見いだせなかった。透過法で測定したコンクリートブロックの超

音波伝搬速度については，劣化に応じて伝搬速度が低下する傾向が見られたが，伝搬距離によ

って伝搬波形の減衰の度合いが異なるので，伝搬距離が異なる測定結果を比較する際には注意

が必要との説明があった。コアで測定した超音波伝搬速度については，圧縮強度との相関性は

あまりなく，静弾性係数とはある程度の相関性が認められる結果となった。コアの伝搬速度と

物理試験結果の相関性が希薄だったのは，伝搬距離が短いコアの場合，劣化の影響が明確に現



れないためとの考察があった。以上の発表に対して，撤去された部材は何を基準に選定された

かなどの質問があった。また，超音波法については，測点近傍にある鉄筋の影響の有無につい

ての質問などがあった。 

 

５．今後の予定 

  第４３回交流会：平成２９年９月１９日 １５：００～１７：００ 

  場所：非破壊検査（株） 

 

以上 

 

（記録：藤原会員，内田会員） 


